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Ａ．研究目的 

３年間を通じた，本研究の基本方針は，病原体

等の安全保管管理と使用履歴管理及び

研究要旨： 

本研究の目的は，病原体等の安全保管管理と使用履歴管理及び大量サンプル処理など

を効率的に行うことを目的とした病原体の登録，保管，輸送，廃棄における一括管理シス

テム（ICBS システム）を構築し，実用配備することである．本 ICBS システムは病原体サン

プル１本単位でコード管理を行い，且つサンプル採取の段階から廃棄までの取扱い情報

とその履歴を自動的に一括管理する．本システムの導入とサンプルのコード体系化は各

施設内及び施設間における情報の共有化と一元管理を可能とし，現行感染症法並びに

パンデミック感染症発生時などのバイオセキュリティ及びバイオセーフティの向上に寄与

するものである．本 ICBSシステム（汎用型）は，地方衛生研究所などにおいてシステムの

安定性や有用性評価と実証試験を行い，その都度現場からの要望を考慮して，アプリケ

ーションの改良を行った．現段階において，ソフトとハードを含めたシステム全体として実

用可能なレベルに到達したことが確認できた．本 ICBSシステムの導入は，病原体管理現

場における情報管理作業の効率化と省力化に大いに貢献でき，病原体サンプル情報の

統一化及び別の情報管理システムとのデータ連携は，同一機関内のみならず複数機関

との情報管理に有用であると思われる． 



地方衛生研究所などにおいてシステムの安定性

 

大量サンプル処理などを効率的に行うこと

を目的とした病原体の登録

廃棄における一括管理システム

ステム）を構築し

る 

地方衛生研究所などにおいてシステムの安定性

や有用性評価と実証試験を行い

ハードを含めたシステム全体として実用可

能なレベルへの到達

体取扱い現場で行われる検査業務・研究

業務に対して

供と実用化としての幅広い普及を目的とし

本システムの課題点と問題点の収集・分

析を行い，その結果に基づき改良と配布

を行った． 

Ｂ．Ｃ．研究方法および研究結果

 

〔平成 24 年度〕

１．汎用型 ICBS

大量サンプル処理などを効率的に行うこと
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ステム）を構築し，実用配備することであ
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や有用性評価と実証試験を行い

ハードを含めたシステム全体として実用可

能なレベルへの到達，および様々な病原

体取扱い現場で行われる検査業務・研究

業務に対して，より効果的なシステムの提

供と実用化としての幅広い普及を目的とし

本システムの課題点と問題点の収集・分

その結果に基づき改良と配布
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システムの改良 
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大量サンプル処理などを効率的に行うこと

輸送，

ICBS シ

実用配備することであ

地方衛生研究所などにおいてシステムの安定性

ソフトと

ハードを含めたシステム全体として実用可

および様々な病原

体取扱い現場で行われる検査業務・研究

より効果的なシステムの提

供と実用化としての幅広い普及を目的とし，

本システムの課題点と問題点の収集・分

その結果に基づき改良と配布

平成

主要な改良方針としては

平成 24 年度の最初のステップとして

関からのフィードバックの収集・分析を行

った．これらのフィードバックからの課題点

を分析した結果

られる高いセキュリティ機能や

ンプル管理に必要とされる「保管」「取出」

機能およびその結果としての「在庫管理」

「取扱履歴」機能については実用レベルに

達しているが

における操作性を中心としたユーザビリテ

ィに関しては

が分かり，

原体管理システムに改良を加えた

主要な改良方針としては

理に適した「ラベリング・システム」としての

効果的なユーザ・インタフェースの実現

サンプルチューブの「出納管理」「在庫管

理」「使用記録管理」にフォーカスしたユー

ザビリティの向上に重点をおいた

年度の最初のステップとして

関からのフィードバックの収集・分析を行

これらのフィードバックからの課題点

を分析した結果，特定のサンプルに求め

られる高いセキュリティ機能や

ンプル管理に必要とされる「保管」「取出」

機能およびその結果としての「在庫管理」

「取扱履歴」機能については実用レベルに
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における操作性を中心としたユーザビリテ
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原体管理システムに改良を加えた

主要な改良方針としては，サンプルチューブ管
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ザビリティの向上に重点をおいた

年度の最初のステップとして，各研究機

関からのフィードバックの収集・分析を行

これらのフィードバックからの課題点

特定のサンプルに求め

られる高いセキュリティ機能や，日常のサ
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まだ改良の余地があること

抽出された課題点に基づき
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理に適した「ラベリング・システム」としての

効果的なユーザ・インタフェースの実現

サンプルチューブの「出納管理」「在庫管
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ザビリティの向上に重点をおいた．

各研究機
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「取扱履歴」機能については実用レベルに

サンプル情報の登録・参照

における操作性を中心としたユーザビリテ

まだ改良の余地があること

抽出された課題点に基づき，病
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以下，平成 24 年度，汎用型 ICBS システムに施

した主要な改良点について記述する． 

 

（１）ユーザビリティの強化・改良 

（ａ）機能構成・画面構成の改良 

平成23年度までのICBSシステムの設計方針

としては，様々な研究機関の様々な作業形態に

柔軟に対応できることを目的として，細分化され

た機能単位でメニューを構成し，ユーザーが導

入する業務に合わせて機能単位の組合せをカ

スタマイズできるように設計されていた．しかしな

がら，試験運用を行った研究機関からは，「機能

が多く，どのタイミングでどの機能を使えば良い

かを学習するまでに時間が掛かる」「機能が再

分化され過ぎていて，各機能を連続して使用す

る場合に機能間の行き来が多くなり，作業効率

が悪くなる」という趣旨のフィードバックが多かっ

た． 

この課題に対し，平成24年度は可能な限り作

業中の利用者にストレスを与えないユーザビリ

ティの実現を目的とした大幅な機能構成の改良

を行った． 

この改良点のポイントとしては，①サンプル情

報の「新規登録」から「ラベル印刷」までの一連

の作業をシームレスに行えること，②入力あるい

は検索された情報は表形式で操作可能であるこ

と，③全ての操作は同一画面上で行われ，操作

中の情報を表示したまま全ての操作が行われる

ことを必須要件とした． 

 

（ｂ）情報入力・検索・表示機能の強化 

収集したフィードバックの中で，ユーザビリティ

の改良の次に多かった課題点は，サンプル情報

の入力・検索・参照における機能強化であり，具

体的には，以下の改良を行った． 

① 入力機能における機能強化としては，連

続番号の開始元となる「サンプル名」の命名規

則を元に，指定数分の連続番号を持つ「サンプ

ル情報」の一括作成を可能とする登録機能を追

加した． 

② 表示機能における機能強化としては，ユ

ーザーが使用する入力項目の表示名および表

示の可否を任意に設定できるよう機能を追加，

およびサンプル情報登録画面において，ユーザ

ーが任意に項目の表示順序を変更できるよう機

能を追加した． 

③ 検索機能における機能強化としては，

「OR」条件での検索機能を追加し，必要に応じて

「AND」および「OR」条件を使用した，柔軟な検

索・絞込みを可能とする機能を追加した． 

 

モニタリングの結果としては，ユーザーの本管

理システムに対する理解を容易にし，作業効率

を向上するために，非常に効果的であることが

検証された．以下に関連する主なフィードバック

を抜粋する． 

・操作が簡便になり，時間が短縮できた． 

・サンプル登録～ラベル作成までのフローが 1

画面で出来る様になった部分がわかりやすかっ

た． 

・検索と新規登録を同じ画面で行えるので，前

回の保存株の確認等で使いやすくなった． 

・検索（サンプルの情報検索や作業記録履歴

の検索）に関するボタンが一つのタブに集まった

ので，検索しやすくなった． 

・サンプル情報の登録において，一覧表形式

での入力が可能となり，労力が省けるようになっ

た． 



・新規登録で

た． 

 

今回，

 

また，

 

・新規登録で CSV

 

，試験運用を協力して頂いた研究機関の多

くが地方衛生研究所であったことも影響し

ているかと思われるが

研究業務において複数のサンプルを同時

に取り扱っており

も同様であるため

構成の改良は

が見られた．

，二つ目の改良点である「情報入力・検索・

表示機能の強化」についても

ーの作業時間が長く

業内容や嗜好性に影響される機能である

が，フィードバックの結果から幅広くカバー

できてきていることが検証された

図

CSV ファイルを作る手間が省け

試験運用を協力して頂いた研究機関の多

くが地方衛生研究所であったことも影響し

ているかと思われるが，ほとんどが検査・

研究業務において複数のサンプルを同時

に取り扱っており，おおよそ

も同様であるため，今回の

構成の改良は，ほぼ全機関に対して効果

． 

二つ目の改良点である「情報入力・検索・

表示機能の強化」についても

ーの作業時間が長く，かつユーザーの作

業内容や嗜好性に影響される機能である

フィードバックの結果から幅広くカバー

できてきていることが検証された

図.平成 24 年度改良点

ファイルを作る手間が省け

試験運用を協力して頂いた研究機関の多

くが地方衛生研究所であったことも影響し

ほとんどが検査・

研究業務において複数のサンプルを同時

おおよそ，そのプロセス

今回の機能構成・画面

ほぼ全機関に対して効果

二つ目の改良点である「情報入力・検索・

表示機能の強化」についても，最もユーザ

かつユーザーの作

業内容や嗜好性に影響される機能である

フィードバックの結果から幅広くカバー

できてきていることが検証された． 

年度改良点 - 
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ファイルを作る手間が省け

試験運用を協力して頂いた研究機関の多

くが地方衛生研究所であったことも影響し

ほとんどが検査・

研究業務において複数のサンプルを同時

そのプロセス

機能構成・画面

ほぼ全機関に対して効果

二つ目の改良点である「情報入力・検索・

最もユーザ

かつユーザーの作

業内容や嗜好性に影響される機能である

フィードバックの結果から幅広くカバー

 

（２）既存サンプルデータとの連携機能の強化

既存の業務に本

管理システムを導入する際に常に課題となるの

は，

試験運用機関からも「既に

で管理しているサンプル情報があるため

取り込めるようにしたい」とのフィードバックが多

かった

理しているデータから必要な一部を抜粋し

査・研究作業にて使用したいとのフィードバック

もあった

及および本システムによって検査・研究業務を

効率化させるために解決が必須の課題であると

判断し

本システム上のサンプルデータを出力する双方

向の機能強化を実装し

 既存サンプルデータとの連携機能強化

（２）既存サンプルデータとの連携機能の強化

既存の業務に本

管理システムを導入する際に常に課題となるの

，既存データをどう取り込むかである

試験運用機関からも「既に

で管理しているサンプル情報があるため

取り込めるようにしたい」とのフィードバックが多

かった．またその反対に

理しているデータから必要な一部を抜粋し

査・研究作業にて使用したいとのフィードバック

もあった．これらの要件は本

及および本システムによって検査・研究業務を

効率化させるために解決が必須の課題であると

判断し，既存サンプルデータの取込み

本システム上のサンプルデータを出力する双方

向の機能強化を実装し

既存サンプルデータとの連携機能強化

（２）既存サンプルデータとの連携機能の強化

既存の業務に本ICBSシステムのようなデータ

管理システムを導入する際に常に課題となるの

既存データをどう取り込むかである

試験運用機関からも「既に Excel

で管理しているサンプル情報があるため

取り込めるようにしたい」とのフィードバックが多

またその反対に，本 ICBS

理しているデータから必要な一部を抜粋し

査・研究作業にて使用したいとのフィードバック

これらの要件は本 ICBS

及および本システムによって検査・研究業務を

効率化させるために解決が必須の課題であると

既存サンプルデータの取込み

本システム上のサンプルデータを出力する双方

向の機能強化を実装した． 

既存サンプルデータとの連携機能強化

（２）既存サンプルデータとの連携機能の強化

システムのようなデータ

管理システムを導入する際に常に課題となるの

既存データをどう取り込むかである．事実

Excel や File Maker

で管理しているサンプル情報があるため，これを

取り込めるようにしたい」とのフィードバックが多

ICBS システムで管

理しているデータから必要な一部を抜粋し

査・研究作業にて使用したいとのフィードバック

ICBS システムの普

及および本システムによって検査・研究業務を

効率化させるために解決が必須の課題であると

既存サンプルデータの取込み，および

本システム上のサンプルデータを出力する双方

既存サンプルデータとの連携機能強化 

（２）既存サンプルデータとの連携機能の強化  

システムのようなデータ

管理システムを導入する際に常に課題となるの

事実，

File Maker

これを

取り込めるようにしたい」とのフィードバックが多

システムで管

理しているデータから必要な一部を抜粋し，検

査・研究作業にて使用したいとのフィードバック

システムの普

及および本システムによって検査・研究業務を

効率化させるために解決が必須の課題であると

および

本システム上のサンプルデータを出力する双方
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この機能強化によって、Excel や File Maker な

どの市販のソフトウェア以外にも、サーベイラン

ス・システムなど様々なシステムとの連携が可能

となった。 

 

実際に今回の試験運用機関では、検査業務

で同定・保存されたサンプルの情報を、この連携

機能を使ってExcelファイルから本病原体管理シ

ステムに取り込むことで、効率的に検査サンプ

ルの管理を行っている。また、別の機関では、病

原体管理システムからのデータ出力機能により、

出力されたサンプルデータを研究作業の際のワ

ーキングペーパーとして活用している。このこと

から、本病原体管理システムは、検査・研究業

務のインフラとなる「サンプルのロケーション管

理システム」として有益な役割を持っていると考

えられる。 

今後の可能性としては、個人情報等機密性の

高い情報を保持するサーベイランス・システム等

のインフラとして、ロケーション管理を担う位置づ

けの使われ方が想定される。現在のデータ連携

機能は、必要な際に取込・出力を行うバッチ的な

機能であるが、今後は他システムとのリアルタイ

ムなデータ連携・システム連携機能が求められ

ると想定される。 

 

（３）フリーザ・ロックシステム等セキュリティ・デ

バイスとの連携機能の強化 

平成 24 年度は実用化の促進を目的とし、ユ

ーザビリティの強化を中心としているが、本 ICBS

システムの本来の目的のひとつはセキュリティ

管理である。平成 24 年度はそのセキュリティ機

能強化のひとつとして、フリーザ・ロックシステム

等の既存のセキュリティ・デバイスとの連携機能

の強化を行った。具体的には、本システムの主

要な機能のひとつである「サンプルの使用履歴

管理」機能が管理する履歴データに、他のセキ

ュリティ・デバイス、例えば、入退出管理やフリー

ザ・ロックシステム等のセキュリティ・デバイスの

履歴データを取り込み、一連の記録情報の整合

性を確認する機能を実装した。 

 



 

この連携機能により、実験室の入退室、鍵の

取出・返却、フリーザーの開

用・保管等の一連のアクションが一元的にモニタ

ーできることになった。また、各デバイスから取

得される記録情報の整合性確認アルゴリズムを

実装し、一連のあるべきアクション・フローを設定

し、それに反するアクションがあったことを検知

することも可能となった。

 

２．携帯端末対応管理システムの検証

平成

ムの実証実験では、その動作環境として

Windows 

モニタリング先で使用されたチューブラベルのバ

ーコードは

 

図

この連携機能により、実験室の入退室、鍵の

取出・返却、フリーザーの開

用・保管等の一連のアクションが一元的にモニタ

ーできることになった。また、各デバイスから取

得される記録情報の整合性確認アルゴリズムを

実装し、一連のあるべきアクション・フローを設定

し、それに反するアクションがあったことを検知

することも可能となった。

２．携帯端末対応管理システムの検証

平成 23 年度までの携帯端末対応管理システ

ムの実証実験では、その動作環境として

Windows Mobile 対応の携帯端末を採用したが、

モニタリング先で使用されたチューブラベルのバ

ーコードは 5mm の

図.平成 24 年度改良点

この連携機能により、実験室の入退室、鍵の

取出・返却、フリーザーの開閉、サンプルの使

用・保管等の一連のアクションが一元的にモニタ

ーできることになった。また、各デバイスから取

得される記録情報の整合性確認アルゴリズムを

実装し、一連のあるべきアクション・フローを設定

し、それに反するアクションがあったことを検知

することも可能となった。 

２．携帯端末対応管理システムの検証

年度までの携帯端末対応管理システ

ムの実証実験では、その動作環境として

対応の携帯端末を採用したが、

モニタリング先で使用されたチューブラベルのバ

の QR コードがほとんどであり、

年度改良点 - 

この連携機能により、実験室の入退室、鍵の

閉、サンプルの使

用・保管等の一連のアクションが一元的にモニタ

ーできることになった。また、各デバイスから取

得される記録情報の整合性確認アルゴリズムを

実装し、一連のあるべきアクション・フローを設定

し、それに反するアクションがあったことを検知

２．携帯端末対応管理システムの検証 

年度までの携帯端末対応管理システ

ムの実証実験では、その動作環境として

対応の携帯端末を採用したが、

モニタリング先で使用されたチューブラベルのバ

コードがほとんどであり、
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この連携機能により、実験室の入退室、鍵の

閉、サンプルの使

用・保管等の一連のアクションが一元的にモニタ

ーできることになった。また、各デバイスから取

得される記録情報の整合性確認アルゴリズムを

実装し、一連のあるべきアクション・フローを設定

し、それに反するアクションがあったことを検知

年度までの携帯端末対応管理システ

ムの実証実験では、その動作環境として

対応の携帯端末を採用したが、

モニタリング先で使用されたチューブラベルのバ

コードがほとんどであり、

採用した携帯端末のバーコードリーダーの精度

では速やかに読み取ることが難しく、実際の業

務要件に足りていないことが判明した。

現時点で市販されている

携帯端末の種類はまだ少なく、チューブラベル

に貼付された

み取るためには、バーコード読取専用のハンデ

ィターミナルの採用を検討する必要があることも

分かった。

そのため平成

ンの流れから多く販売されるようになってきてい

る、可搬性の良い適正価格のタブレット

用型

おける作業時の可搬性や操作性向上の検証を

行った。

セキュリティ・デバイスとの連携機能強化

採用した携帯端末のバーコードリーダーの精度

では速やかに読み取ることが難しく、実際の業

務要件に足りていないことが判明した。

現時点で市販されている

携帯端末の種類はまだ少なく、チューブラベル

に貼付された 5mm

み取るためには、バーコード読取専用のハンデ

ィターミナルの採用を検討する必要があることも

分かった。 

そのため平成

ンの流れから多く販売されるようになってきてい

る、可搬性の良い適正価格のタブレット

用型 ICBS システムをインストールし、実験室に

おける作業時の可搬性や操作性向上の検証を

行った。 

セキュリティ・デバイスとの連携機能強化

採用した携帯端末のバーコードリーダーの精度

では速やかに読み取ることが難しく、実際の業

務要件に足りていないことが判明した。

現時点で市販されているWindows Mobile

携帯端末の種類はまだ少なく、チューブラベル

5mm の QR コードをストレスなく読

み取るためには、バーコード読取専用のハンデ

ィターミナルの採用を検討する必要があることも

そのため平成 24 年度は、近年、スマートフォ

ンの流れから多く販売されるようになってきてい

る、可搬性の良い適正価格のタブレット

システムをインストールし、実験室に

おける作業時の可搬性や操作性向上の検証を

セキュリティ・デバイスとの連携機能強化 

採用した携帯端末のバーコードリーダーの精度

では速やかに読み取ることが難しく、実際の業

務要件に足りていないことが判明した。 

Windows Mobile

携帯端末の種類はまだ少なく、チューブラベル

コードをストレスなく読

み取るためには、バーコード読取専用のハンデ

ィターミナルの採用を検討する必要があることも

は、近年、スマートフォ

ンの流れから多く販売されるようになってきてい

る、可搬性の良い適正価格のタブレット PC

システムをインストールし、実験室に

おける作業時の可搬性や操作性向上の検証を

 

採用した携帯端末のバーコードリーダーの精度

では速やかに読み取ることが難しく、実際の業

Windows Mobile対応

携帯端末の種類はまだ少なく、チューブラベル

コードをストレスなく読

み取るためには、バーコード読取専用のハンデ

ィターミナルの採用を検討する必要があることも

は、近年、スマートフォ

ンの流れから多く販売されるようになってきてい

PC に汎

システムをインストールし、実験室に

おける作業時の可搬性や操作性向上の検証を



動作環境としては

れたタブレット

バーコードリーダーともに現行の汎用型

ステムに一切変更を加えずに導入した。

 

モニタリングのフィードバックの結果から、タブレ

ット PC

等のチューブの読取が中心となる操作や、ある

いは「ロケーション検索（保管場所）」等の入力の

少ない操作等、保管庫の近くで行われるチュー

ブ取扱い作業に絞った利用が有効であることが

明らかになった。

 

〔平成

平成

体取扱い現場で行われる検査業務・研究業務に

対して

しての幅広い普及を目的とし

題点と問題点の収集・分析を行い

図.平成

動作環境としては

れたタブレット PC

バーコードリーダーともに現行の汎用型

ステムに一切変更を加えずに導入した。

モニタリングのフィードバックの結果から、タブレ

PC の利用シーンは、「保管」「取出」「廃棄」

等のチューブの読取が中心となる操作や、ある

いは「ロケーション検索（保管場所）」等の入力の

少ない操作等、保管庫の近くで行われるチュー

ブ取扱い作業に絞った利用が有効であることが

明らかになった。 

〔平成 25 年度〕 

平成 25 年度も，前年度に引き続き

体取扱い現場で行われる検査業務・研究業務に

対して，より効果的なシステムの提供と実用化と

しての幅広い普及を目的とし

題点と問題点の収集・分析を行い

平成 24 年度改良点

動作環境としては Windows7

PC を採用し、ソフトウェアおよび

バーコードリーダーともに現行の汎用型

ステムに一切変更を加えずに導入した。

モニタリングのフィードバックの結果から、タブレ

の利用シーンは、「保管」「取出」「廃棄」

等のチューブの読取が中心となる操作や、ある

いは「ロケーション検索（保管場所）」等の入力の

少ない操作等、保管庫の近くで行われるチュー

ブ取扱い作業に絞った利用が有効であることが

 

前年度に引き続き

体取扱い現場で行われる検査業務・研究業務に

より効果的なシステムの提供と実用化と

しての幅広い普及を目的とし，

題点と問題点の収集・分析を行い

年度改良点 - タブレット

Windows7 がインストールさ

を採用し、ソフトウェアおよび

バーコードリーダーともに現行の汎用型 ICBS

ステムに一切変更を加えずに導入した。 

モニタリングのフィードバックの結果から、タブレ

の利用シーンは、「保管」「取出」「廃棄」

等のチューブの読取が中心となる操作や、ある

いは「ロケーション検索（保管場所）」等の入力の

少ない操作等、保管庫の近くで行われるチュー

ブ取扱い作業に絞った利用が有効であることが

前年度に引き続き，様々な病原

体取扱い現場で行われる検査業務・研究業務に

より効果的なシステムの提供と実用化と

，本システムの課

題点と問題点の収集・分析を行い，その結果に
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がインストールさ

を採用し、ソフトウェアおよび

ICBS シ

モニタリングのフィードバックの結果から、タブレ

の利用シーンは、「保管」「取出」「廃棄」

等のチューブの読取が中心となる操作や、ある

いは「ロケーション検索（保管場所）」等の入力の

少ない操作等、保管庫の近くで行われるチュー

ブ取扱い作業に絞った利用が有効であることが

様々な病原

体取扱い現場で行われる検査業務・研究業務に

より効果的なシステムの提供と実用化と

ムの課

その結果に

基づき改良を行った

 平成

ついては

収，

り行った

 改良した

存の研究協力機関には改良版の再導入と説明

を行った

と同様

よび

等必要な機材を提供し

の対象業務における有用性・改善要件に

のアンケートとヒアリングを実施し

ニタリング結果の回収を行った

 

１．汎用型

集・分析・改良・再配布

 抽出された課題に基づき

Ver.2.2

を中心とした病原体管理システム例

基づき改良を行った

平成 24 年度までのモニタリング結果の収集に

ついては，協力機関へのアンケートの配布・回

，および対面あるいは電話でのヒアリングによ

り行った． 

改良した ICBS

存の研究協力機関には改良版の再導入と説明

を行った．新規の研究協力機関には

と同様，試験運用を行うための

よび ICBSシステム用の

等必要な機材を提供し

の対象業務における有用性・改善要件に

のアンケートとヒアリングを実施し

ニタリング結果の回収を行った

１．汎用型 ICBS

集・分析・改良・再配布

抽出された課題に基づき

Ver.2.2 に改良を加えた

を中心とした病原体管理システム例

基づき改良を行った． 

年度までのモニタリング結果の収集に

協力機関へのアンケートの配布・回

および対面あるいは電話でのヒアリングによ

ICBS システムの配布については

存の研究協力機関には改良版の再導入と説明

新規の研究協力機関には

試験運用を行うための

システム用のPC，

等必要な機材を提供し，試験運用後

の対象業務における有用性・改善要件に

のアンケートとヒアリングを実施し

ニタリング結果の回収を行った

ICBS システムのモニタリング結果収

集・分析・改良・再配布 

抽出された課題に基づき

に改良を加えた．平成

を中心とした病原体管理システム例 

年度までのモニタリング結果の収集に

協力機関へのアンケートの配布・回

および対面あるいは電話でのヒアリングによ

システムの配布については

存の研究協力機関には改良版の再導入と説明

新規の研究協力機関には，前年まで

試験運用を行うための ICBS システムお

バーコードリーダー

試験運用後，それぞれ

の対象業務における有用性・改善要件について

のアンケートとヒアリングを実施し，最終的なモ

ニタリング結果の回収を行った． 

システムのモニタリング結果収

抽出された課題に基づき，ICBS システム

平成 25 年度汎用型

年度までのモニタリング結果の収集に

協力機関へのアンケートの配布・回

および対面あるいは電話でのヒアリングによ

システムの配布については，既

存の研究協力機関には改良版の再導入と説明

前年まで

システムお

バーコードリーダー

それぞれ

ついて

最終的なモ

システムのモニタリング結果収

システム 

年度汎用型



ICBS

通りである

 

（１）在庫および使用履歴における容量管理機能

の改良

（２）病原体管理システムを構成する周辺機器に

ついての検討

 

２．実用配布を効率的かつ効果的に行うための

研究会・研修会の企画・開催

前年までの

各研究機関を訪問し

行ってきたため

あった

かつ効率的に配布を行うため

会・研修会を企画

福岡県保健環境研究所の協力により

同研究所の会議室にて実施し

区全県の地方衛生研究所

担当者に参加頂いた

 

（１）福岡県保健環境研究所

 

 

ICBS システムに施した主要な改良点は以下の

通りである． 

（１）在庫および使用履歴における容量管理機能

の改良 

（２）病原体管理システムを構成する周辺機器に

ついての検討 

２．実用配布を効率的かつ効果的に行うための

研究会・研修会の企画・開催

前年までの ICBS

各研究機関を訪問し

行ってきたため，配布できる機関の数に制限が

あった．そのため，

かつ効率的に配布を行うため

会・研修会を企画，

福岡県保健環境研究所の協力により

同研究所の会議室にて実施し

区全県の地方衛生研究所

担当者に参加頂いた

（１）福岡県保健環境研究所

システムに施した主要な改良点は以下の

（１）在庫および使用履歴における容量管理機能

（２）病原体管理システムを構成する周辺機器に

２．実用配布を効率的かつ効果的に行うための

研究会・研修会の企画・開催 

ICBS システムの配布は

各研究機関を訪問し，導入と使用方法の説明を

配布できる機関の数に制限が

，平成 25 年度は

かつ効率的に配布を行うため

，開催した．研究会・研修会は

福岡県保健環境研究所の協力により

同研究所の会議室にて実施し

区全県の地方衛生研究所，１２機関（１５名）の

担当者に参加頂いた． 

（１）福岡県保健環境研究所 

図.九州地区研究会・研修会

システムに施した主要な改良点は以下の

（１）在庫および使用履歴における容量管理機能

（２）病原体管理システムを構成する周辺機器に

２．実用配布を効率的かつ効果的に行うための

システムの配布は，個別に

導入と使用方法の説明を

配布できる機関の数に制限が

年度は，より効果的

かつ効率的に配布を行うため，地域別の研究

研究会・研修会は

福岡県保健環境研究所の協力により，２日間

同研究所の会議室にて実施し，下記の九州地

１２機関（１５名）の

九州地区研究会・研修会
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システムに施した主要な改良点は以下の

（１）在庫および使用履歴における容量管理機能

（２）病原体管理システムを構成する周辺機器に

２．実用配布を効率的かつ効果的に行うための

個別に

導入と使用方法の説明を

配布できる機関の数に制限が

より効果的

地域別の研究

研究会・研修会は，

２日間，

下記の九州地

１２機関（１５名）の

（２）福岡市保健環境研究所

（３）北九州市環境科学研究所

（４）佐賀県衛生薬業センター

（５）長

（６）長崎市保健環境試験所

（７）熊本県保健環境科学研究所

（８）熊本市環境総合センター

（９）大分県衛生環境研究センター

（１０）宮崎県衛生環境研究所

（１１）鹿児島県環境保健センター

（１２）沖縄県衛生環境研究所

 

研修に際しては

ー用に全１３式の

資料を準備した

・病原体管理システム（

（本

資料）

・ICBS

た研修テキスト）

・ICBS

 

九州地区研究会・研修会 ICBS

（２）福岡市保健環境研究所

（３）北九州市環境科学研究所

（４）佐賀県衛生薬業センター

（５）長崎県環境保健研究センター

（６）長崎市保健環境試験所

（７）熊本県保健環境科学研究所

（８）熊本市環境総合センター

（９）大分県衛生環境研究センター

（１０）宮崎県衛生環境研究所

（１１）鹿児島県環境保健センター

（１２）沖縄県衛生環境研究所

研修に際しては

ー用に全１３式の

資料を準備した．

・病原体管理システム（

（本 ICBS システムの考え方と機能概要の説明

資料） 

ICBS システム研修資料（２日間の日程に沿っ

た研修テキスト）

ICBS システム・ユーザーマニュアル

ICBS システム研修風景

（２）福岡市保健環境研究所 

（３）北九州市環境科学研究所

（４）佐賀県衛生薬業センター

崎県環境保健研究センター

（６）長崎市保健環境試験所 

（７）熊本県保健環境科学研究所

（８）熊本市環境総合センター

（９）大分県衛生環境研究センター

（１０）宮崎県衛生環境研究所

（１１）鹿児島県環境保健センター

（１２）沖縄県衛生環境研究所

研修に際しては，参加機関用とインストラクタ

ー用に全１３式のICBSシステムと下記の研修用

． 

・病原体管理システム（ICBSシステム）説明資料

システムの考え方と機能概要の説明

システム研修資料（２日間の日程に沿っ

た研修テキスト） 

システム・ユーザーマニュアル

システム研修風景 

 

（３）北九州市環境科学研究所 

（４）佐賀県衛生薬業センター 

崎県環境保健研究センター 

 

（７）熊本県保健環境科学研究所 

（８）熊本市環境総合センター 

（９）大分県衛生環境研究センター 

（１０）宮崎県衛生環境研究所 

（１１）鹿児島県環境保健センター 

（１２）沖縄県衛生環境研究所 

参加機関用とインストラクタ

システムと下記の研修用

システム）説明資料

システムの考え方と機能概要の説明

システム研修資料（２日間の日程に沿っ

システム・ユーザーマニュアル 

 

参加機関用とインストラクタ

システムと下記の研修用

システム）説明資料

システムの考え方と機能概要の説明

システム研修資料（２日間の日程に沿っ
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この研究会・研修会では、参加者は講義を聞

くだけではなく、インストラクターの説明に従い、

実際に実機を操作するという方式を採用したた

め、非常に効果的に本 ICBS システムの操作方

法が理解された。また、参加者同士による操作

手順の補助や意見交換も理解を促進する結果

ともなった。 

加えて、病原体管理の考え方を一定の地区

単位で同時に理解、共有することにより、地区内

での病原体管理に関する標準化の可能性があ

ることも判明した。 

この研修で使用した病原体管理システム

（ICBS システム）一式については、終了後、各研

究機関に持ち帰って頂き、そのままモニタリング

用に実使用できるようにしたことも、実用配布効

果を上げたものと思われる。 

 

３．「他システムとの連携機能」の改良 

本 ICBS システムの中核となる機能は、チュー

ブのロケーション管理である。基本的なサンプル

情報の管理機能や文書ファイルの添付機能は

すでに有しており、ある程度使用現場のローカ

ルルールに合わせたカスタマイズ機能も有して

いる。 

しかしながら、ある特定の目的のための機能

拡張（カスタマイズ）、例えば別の情報管理シス

テムとの連携などについては、通常は ICBSシス

テムのプログラムの修正が必要となり、その都

度個別の要件に対応するためにプログラム変更

を行うことは容易ではない。別の管理システムと

ICBS システムとで用途を切り分けて使用するの

が、現実的かつ効率的である。 

基本的な考え方としては、特定の目的を持っ

た情報管理システムを上位システムとして位置

づけ、チューブのロケーション管理、つまりモノの

管理を中核とする ICBSシステムをその下位シス

テムとして連携することが考えられる。 

その際に必要な連携機能として、以下のこと

を考慮しなければならない。 



（１） 上位システムからの連携

上位の情報管理システムからＩＣＢＳシステ

ムに連携するケースとしては、特定のサンプル

情報に関連するチューブ保管情報へのアクセ

ス、または、そこからチューブの保管・取出操

 

上位システムからの連携

上位の情報管理システムからＩＣＢＳシステ

ムに連携するケースとしては、特定のサンプル

情報に関連するチューブ保管情報へのアクセ

ス、または、そこからチューブの保管・取出操

上位システムからの連携 

上位の情報管理システムからＩＣＢＳシステ

ムに連携するケースとしては、特定のサンプル

情報に関連するチューブ保管情報へのアクセ

ス、または、そこからチューブの保管・取出操

図.他システムとの連携形態の考え方

 

上位の情報管理システムからＩＣＢＳシステ

ムに連携するケースとしては、特定のサンプル

情報に関連するチューブ保管情報へのアクセ

ス、または、そこからチューブの保管・取出操
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他システムとの連携形態の考え方

上位の情報管理システムからＩＣＢＳシステ

ムに連携するケースとしては、特定のサンプル

情報に関連するチューブ保管情報へのアクセ

ス、または、そこからチューブの保管・取出操

作が中心となる

からＩＣＢＳシステムに引き渡す情報として

ンプル情報を特定するデータと連携する機能

を特定するためのデータが必要となる

他システムとの連携形態の考え方 

作が中心となる

からＩＣＢＳシステムに引き渡す情報として

ンプル情報を特定するデータと連携する機能

を特定するためのデータが必要となる

 

作が中心となる．そのためには

からＩＣＢＳシステムに引き渡す情報として

ンプル情報を特定するデータと連携する機能

を特定するためのデータが必要となる

そのためには，上位システム

からＩＣＢＳシステムに引き渡す情報として

ンプル情報を特定するデータと連携する機能

を特定するためのデータが必要となる． 

上位システム

からＩＣＢＳシステムに引き渡す情報として，サ

ンプル情報を特定するデータと連携する機能

 



 

（２）下位システムからの連携

下位のＩＣＢＳシステムから上位の情報管理シ

ステムに連携するケースとしては

ル情報に関連するチューブ保管情報を返すこと

が中心となる。

しかしながら

 

（２）下位システムからの連携

下位のＩＣＢＳシステムから上位の情報管理シ

ステムに連携するケースとしては

ル情報に関連するチューブ保管情報を返すこと

が中心となる。 

しかしながら，相互のシステムでお互いのデー

図.上位システムからＩＣＢＳシステムへの連携方法

（２）下位システムからの連携 

下位のＩＣＢＳシステムから上位の情報管理シ

ステムに連携するケースとしては

ル情報に関連するチューブ保管情報を返すこと

相互のシステムでお互いのデー

上位システムからＩＣＢＳシステムへの連携方法

 

下位のＩＣＢＳシステムから上位の情報管理シ

ステムに連携するケースとしては，特定のサンプ

ル情報に関連するチューブ保管情報を返すこと

相互のシステムでお互いのデー
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上位システムからＩＣＢＳシステムへの連携方法

下位のＩＣＢＳシステムから上位の情報管理シ

特定のサンプ

ル情報に関連するチューブ保管情報を返すこと

相互のシステムでお互いのデー

タベースを直接参照し合うことは

の原因となりやすい。

そのため

スを作成し

管情報を受け渡すことが安全である。

上位システムからＩＣＢＳシステムへの連携方法

タベースを直接参照し合うことは

の原因となりやすい。

そのため，相互に参照可能な中間データベー

スを作成し，上位システムに必要なチューブ保

管情報を受け渡すことが安全である。

上位システムからＩＣＢＳシステムへの連携方法 

タベースを直接参照し合うことは

の原因となりやすい。 

相互に参照可能な中間データベー

上位システムに必要なチューブ保

管情報を受け渡すことが安全である。

タベースを直接参照し合うことは，システム障害

相互に参照可能な中間データベー

上位システムに必要なチューブ保

管情報を受け渡すことが安全である。 

システム障害

相互に参照可能な中間データベー

上位システムに必要なチューブ保



この方法により

の「モノの管理」は

テムとしての複雑さを回避しながらも

「モノ」の連携を可能とする

することにより

ザ・サーベイランスなどの感染症関連情報など

様々なシステムやデータベースとの組合せにお

いて，

の構成要素の一つとして使用することが可能と

なった

 

〔平成

平成

実用改善に関する検討を行った

 

１．新規配布先研究機関への導入・説明

のサンプル運用管理方法

有用性・要望等についてのヒアリング

この方法により，

の「モノの管理」は

テムとしての複雑さを回避しながらも

「モノ」の連携を可能とする

することにより，行政的な情報やインフルエン

ザ・サーベイランスなどの感染症関連情報など

様々なシステムやデータベースとの組合せにお

，本ＩＣＢＳシステムを別の基幹システムなど

の構成要素の一つとして使用することが可能と

なった． 

〔平成 26 年度〕 

平成 26 年度は以下の方法でＩＣＢＳシステムの

実用改善に関する検討を行った

１．新規配布先研究機関への導入・説明

のサンプル運用管理方法

有用性・要望等についてのヒアリング

図.ＩＣＢＳシステムから上位システムへの連携方法

，上位の「情報の管理」と下位

の「モノの管理」は，相互に独立して存在し

テムとしての複雑さを回避しながらも

「モノ」の連携を可能とする．この仕組みを活用

行政的な情報やインフルエン

ザ・サーベイランスなどの感染症関連情報など

様々なシステムやデータベースとの組合せにお

本ＩＣＢＳシステムを別の基幹システムなど

の構成要素の一つとして使用することが可能と

年度は以下の方法でＩＣＢＳシステムの

実用改善に関する検討を行った

１．新規配布先研究機関への導入・説明

のサンプル運用管理方法，および本システムの

有用性・要望等についてのヒアリング

ＩＣＢＳシステムから上位システムへの連携方法

上位の「情報の管理」と下位

相互に独立して存在し，

テムとしての複雑さを回避しながらも，「情報」と

この仕組みを活用

行政的な情報やインフルエン

ザ・サーベイランスなどの感染症関連情報など

様々なシステムやデータベースとの組合せにお

本ＩＣＢＳシステムを別の基幹システムなど

の構成要素の一つとして使用することが可能と

年度は以下の方法でＩＣＢＳシステムの

実用改善に関する検討を行った． 

１．新規配布先研究機関への導入・説明，現状

および本システムの

有用性・要望等についてのヒアリング 
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ＩＣＢＳシステムから上位システムへの連携方法

 

上位の「情報の管理」と下位

，シス

「情報」と

この仕組みを活用

行政的な情報やインフルエン

ザ・サーベイランスなどの感染症関連情報など

様々なシステムやデータベースとの組合せにお

本ＩＣＢＳシステムを別の基幹システムなど

の構成要素の一つとして使用することが可能と

年度は以下の方法でＩＣＢＳシステムの

現状

および本システムの

平成

うためのＩＣＢＳシステムおよびシステム導入用

のPC

コードリーダー等必要な機材を１セットとし

ぞれ配布先研究機関に１セ

 

そして

コンセプト・操作方法の説明後

ＩＣＢＳシステムから上位システムへの連携方法

平成 26 年度の配布については

うためのＩＣＢＳシステムおよびシステム導入用

PC，バーコード印刷用ラベルプリンター

コードリーダー等必要な機材を１セットとし

ぞれ配布先研究機関に１セ

図．配布機器構成

そして，配布先での作業としては

コンセプト・操作方法の説明後

ＩＣＢＳシステムから上位システムへの連携方法 

年度の配布については

うためのＩＣＢＳシステムおよびシステム導入用

バーコード印刷用ラベルプリンター

コードリーダー等必要な機材を１セットとし

ぞれ配布先研究機関に１セットずつ配布した

図．配布機器構成

配布先での作業としては

コンセプト・操作方法の説明後

年度の配布については，試験運用を行

うためのＩＣＢＳシステムおよびシステム導入用

バーコード印刷用ラベルプリンター

コードリーダー等必要な機材を１セットとし

ットずつ配布した

図．配布機器構成 

配布先での作業としては，本システムの

コンセプト・操作方法の説明後，組織構成・実験

試験運用を行

うためのＩＣＢＳシステムおよびシステム導入用

バーコード印刷用ラベルプリンター，バー

コードリーダー等必要な機材を１セットとし，それ

ットずつ配布した． 

 

本システムの

組織構成・実験
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室・フリーザーなど配布先機関の導入環境に合

わせた設定・導入を行い，実際の利用者による

操作研修の後，現状の運用管理方法および本

システムの有用性・要望等についてのヒアリング

を行った． 

 

平成 26 年度の新規配布先は，以下の通りであ

る． 

（１）島根県保健環境科学研究所 保健科学部 

細菌科 

（２）愛媛県立衛生環境研究所 衛生研究課 微

生物試験室 

（３）徳島県立保健製薬環境センター 保健科学

担当 

（４）宮城県保健環境センター 微生物部 

（５）高知県衛生研究所 保健科学課 

（６）仙台市衛生研究所 微生物課 

（７）山口県環境保健センター 保健科学部 

（８）山形県衛生研究所 微生物部 

（９）岩手県環境保健研究センター 保健科学部 

（１０）青森県環境保健センター 微生物部 

（１１）広島県立総合技術研究所 保健環境セン

ター 

 

配布方法については，平成 26 年度は上記の研

究機関に個別に配布・導入を行ったが，前年度

に九州地区で開催した集合的な研修会の成功

事例を参考に，その際に使用した研修プログラ

ムおよびユーザーによる操作研修を採用し，効

率的かつ効果的な配布・導入を実施した． 

 

２．ヒアリング結果の分析，改良点の検討・設計，

改良の実施 

以下，汎用型ＩＣＢＳシステムに施した主要な改

良点・検討点について記述する． 

 

（Ａ）保管担当部署別サンプルの表示 

本ＩＣＢＳシステムでは，全てのサンプルの一元

管理を目的に開発されているため，特定のユー

ザーのみ参照を許可するようなサンプルについ

ては，アクセス権の設定も可能となっている．し

かしながら，アクセス権とは異なる観点として，

複数の管轄の異なる部署が同一の病原体管理

システム・データベースを使用する場合，例えば，

ウイルス部と細菌部が同一のデータベースを使

用するような場合には，検索時にお互いに不要

なサンプル情報が表示されることになり，利用上
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上記の保管担当部署別サンプルの表示に加

保管担当部署別にサンプル情報の表示項

このこと

細菌部の使用

ウイルス部の使

用の際にはウイルス部独自の表示が可能となり，

各部署あるいはグループ毎に標準化が行えるよ

研究機関全体の一元管理を

グループ単位での標準化を実現

 

３．平成

ムの配布用ＣＤおよびマニュアルの作成

 上記の改良を加えたＩＣＢＳシステムを

とし

平成

入し
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行い

よび個々の要望に応じた改良によって

ICBS

場使用に耐えるレベルに到達していることが確

認できた

ユーザーが実使用できることから

３．平成 26 年度改良版ＩＣＢＳ病原体管理システ
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Ｄ．Ｅ．考察と結論
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技術的にはユーザー自身でシステ

ム導入が可能となる． 

病原体管理システム配布用ＣＤ・マニュアル

察と結論 
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病原体管理システム配布用ＣＤ・マニュアル 
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，機能面としては現

場使用に耐えるレベルに到達していることが確

時間程度の説明と研修の後
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Ver.3.2

配布用のＣＤおよびマニュアルを作成した．

ＰＣにシステムを導

ラベルプリンターおよびバーコードリーダー

の設定を全て行ったものを配布していたが，これ

の知識・スキルのあるユーザ

技術的にはユーザー自身でシステ
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いても実用レベルにあることが確認できた．今後，

さらに本システムの導入機関が増加することに

より，全国的な標準化が図れることを期待してい

る．ただし，継続使用のためのメンテナンスおよ

びサポートの体制の確立が急務であると考え

る． 
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